
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

       

平成 2８年２月１９日（金）1２:３０～1６:２５（受付 12:00～12:30※） 

 

 
 

演 題 「学習指導要領改訂の方向性 －アクティブ・ラーニングの実現に向けて－」        

 
 

 

 

 

 
 
 
〔プロフィール〕 

上越市立大手町小学校、上越教育大学附属小学校で生活科・総合的な学習の時間を実践、カリキュラム研究に取り組む。平成 17 年 4 月から、

生活科・総合的な学習の時間担当の調査官。平成 27 年から文部科学省初等中等教育局視学官（併）文部科学省初等中等教育局教育課程課

教科調査官（併）国立教育政策研究所教育課程研究センター教育課程調査官を務める。日本生活科・総合的学習教育学会常任理事。 
 
〔主な著書等〕 

  「いのちを育てる総合学習」（童心社）、「今日的学力をつくる新しい生活科授業づくり」（明治図書）、「これからの生活・総合」（東洋館）、「幼

稚園・保育所と小学校の連携ポイント」（ぎょうせい）、「総合の新しい授業アイディア」（ぎょうせい）、「イラストで見る全単元・全時間の授

業のすべて」（東洋館）、「思考ツールの授業」（小学館）、「新教科誕生の軌跡」（東洋館）、「授業を磨く」（東洋館）、「生活･総合アクティブ･ラ

ーニング」（東洋館）など。 

 
＜演題＞ 
 
「学習指導要領改訂の方向性 

-アクティブ・ラーニングの 

実現に向けて-」 

文部科学省初等中等教育局 

 

「全国学力・学習状況調査及び香川県
学習状況調査の結果分析」 

 
「学校におけるタブレットＰＣの活用

に関する調査研究」 

 

研究発表１ 

  ※ 当日 12 時から、教育センターの館内を自由にご覧いただけます。

会場：香川県教育センター（高松市郷東町 587-1）
 

開会式 閉会式 講 演 

研究発表２ 

      研究発表３ 「アクティブ・ラーニングによる授業
の質的転換に関する調査研究」 
発表 3-1 小学校 

発表 3-2 中学校 

発表 3-3 高等学校 

講 演 

講  演 

文部科学省初等中等教育局視学官 田村  学 氏 

今回の学習指導要領改訂においては、「アクティブ・ラーニング」など

の具体的な学習・指導法についても検討されています。現行の学習指導

要領の構造自体を転換する、抜本的な改訂についてお話ししていただく

中で、高等学校教育、大学教育及びそれらを接続する大学入学者選抜の

一体的改革についても触れていただく予定です。 

視学官 田 村  学 氏 

香川県教育センター研究発表会を開催します！ 

研究発表 

詳しい日程や申し込み方法等は案内状をご覧ください。 

○指導助言  香川大学教育学部附属教職支援開発センター 

      准教授 松下 幸司 氏 



 

機器を活用す ためのル
ルや 教員の研修のあ
方を考えます  

学習場面や学習形態 使用
場所 か 授業 の活用
方法 つい 考えます  

充実した教育実践の
ための整備のあ 方
を考えます  
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研究発表  ブ ラ ニン 授業 質的転換 関す 調査研究 

研究発表  全国学力 学習状況調査及び香川県学習状況調査 結果分析 

成 27 度全国学力 学習状況調査 け 児童生徒質問 調査結果 学習状況

い 改善傾向 あ した 自尊意識等 学習意欲 言語活動 課題 見 した  

そこ 11 月 行わ た香川県学習状況調査 結果分析 踏 え そこ う え  

本県 児童生徒や学校 教職員 課題 今後 改善 方向性 い 報告し す  

 学習意欲 高 たい! 自己肯定感 育 たい! 願う教師 多い い し う 文部科学

省 児童生徒 実態 育 たい資質 能力 踏 え 成２６ 11 月 中教審諮問 い 課題

発見 解決 向けた主体的 協働的 学習 いわ ブ ラ ニン 充実 示し した

こ け 全国的 児童生徒主体 授業 い 研究 進 い す  

 そこ 香川県教育セン 県内小 中 高等学校 具体的 組 踏 え ブ ラ

ニン 授業 質的転換 い 提案し す  

発表内容  

 ブ ラ ニン 基本的 考え方 

 小 中 高等学校 け 具体的 実践 

 児童生徒主体 授業改善 方向性 
 

ブ ラ ニン 研究推進モ 校  

 高松 立牟礼小学校 

 坂出 立坂出小学校 

 高松 立協和中学校 

 観音寺 立観音寺中学校 

 

テ ブ ラ ニン の視点からの改善の方向性 

○深い学び 過程 実現 

 問題発見 解決 充実させた授業 く  

○対話的 学び 過程 実現 

 協働的 学び 過程 保障した授業 く  

○主体的 学び 過程 実現 

 児童生徒 学び 向 う力 高 授業 く  

教師 求 視点 

 学 経営 視点： 学び 向 う集団 く  

支持的風土 あ 学習 場 く こ 自己

存在感 ち 共感的 人間関係 育  

研究発表  学校 け ブ ッ PC 活用 関す 調査研究 

  現在 各 町教育委員会 中心 ブ ッ PC

含 ＩＣＴ機器 整備 進 い す 国 調査

学校 け 教育 情報化 関す 本県 成

果やこ 組 こ 見え し

た そこ 課題 さ 内容 改善す た 具体

策 提案し す た ＩＣＴ 効果的 活用 ハン

ブッ し た冊子 作成し 各学校 配

し す  

発表内容  

 国及び本県 調査 見え 現状 課題 

 ＩＣＴ機器 選定や管理 関す 環境整備 

 ＩＣＴ機器 活用した授業実践 研修 準備 

 ＩＣＴ機器 活用した授業実践例 

成 「6 度 学校における教育 情報化 実態等に関する調査  

教育用コンピュ タ  

1 台当た の児童生徒数 

電子黒板のあ 学校

の割合 

児童 生徒のＩＣＴ活

用を指 す 能力 

1 位 佐賀 2.6 人 1 位 佐賀 99.0% 1 位 岡山 87.2% 

2 位 鹿児島 4.4 人 2 位 和歌山 91.6% 2 位 佐賀 85.0% 

3 位 鳥取 4.5 人 3 位 大阪 91.5% 3 位 愛媛 81.2% 

37 位 香川 6.7 人 29 位 香川 76.0% 30 位 香川 63.2% 

 均 6.4 人  均 78.0%  均 65.2% 

 
文部科学省 成 27 10 月  

環境 整備 ？ 指導 方法 ？ 実践 前に？ 

対象：全国の公立学校 中 高等学校 中等教育学校及び特別支援学校  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内研修会 会議等 対 講師 派遣 資料 提供 行い  

 

 

 

学校支援 ドバ ザ を派遣します！ 

学校支援 家庭内 問題  

学校 対応 難 い課題 改善 向  

学校 支援 福祉 専門家  

  
○非行 警察 連携 必要 問題行動 

○虐待 疑い 

○経済的要因 保護者 病気等 養育問題 

 

○教職員 SSW 研修 助言 情報提供 

〇関係機関 ッ ワ 構築 連携 調整 

○ 会等へ 参加 助言 
 

 
 

 

 
 

※ 派遣 希望 方 教育 ン 教育相談課へ 

連絡く い      

 

 昭史
あ

 

臨床心理士  

 

 

藤澤
わ

 茜
あ

 
社会福祉士 精神保健福祉

士 香川ＳＳＷ協会会長   

学校支援 紹  

教育相談や生徒指導に関する研修をお手伝いします！ 

研修 ポ 内容  

○教育相談 体制 く          ○通常学 特 支援教育 

○人間関係 く ピ ポ 等   ○不 校児童生徒 保護者 支援 

○ 達障害 理解 具体的 わ    ○授業 ニ ン 

○い 考え  ～子 声 ～ 

○体罰 ラ メン 防止 い   

内容 進 方  

い  

相談く い  

教育相談課  

切 切  

現任 SSW 子

生活全体 視

入 支援 本人 学 

校 家庭 関係機関

検討 い  

県 相談機関 心理

職 不 校 非行そ

達あ い 障害

相談 定 30 数 間

携わ  

子 立場 保護者

気持 沿 ポ

提案  

Series ３ テ ブ ラ ニン (以下:ＡＬ)に 特定 型がある ？ 

ラ ニン   メ in わ 

Ｎ先生 ＡＬ 入 授業 い

何 いい方法 い ? 
 
Ａ先生 そう 文部科学省 ＡＬ 指導例

いく 挙 い 特定 型

普及 せ う い い  
 
Ｎ先生 あ 指導 いい ? 
 
A 先生 ＡＬ 型 く あ 児童生徒 実態

教 等 あ 指導方法 選 大 !

例え 言語活動 入 ペ

問題 組 学習  
 
Ｎ先生 そ う私 高校 い 総

合的 学習 時間 生徒自身 課題 設定

ェ 推進 ン

ン い  
 
Ａ先生 そうそう そういう活動 各教科 充実 せ

いく 実 回 改訂 視

い 学び 質 充実  
 
Ｎ先生 学び 質 充実 せ ういう ？ 
 
Ａ先生 教科 身 講義形式 く

児童生徒 能動的 学習 活動 効果的

入 実践 い 活動

う一度見 直 い い  

 

Ａ先生 実 全国学力 学習状況調査 児童生徒

質問 香川県 言語活動 機会 あ

回答 い 割合 全国 均 同

学習意欲 表へ 自信 意見

最後 聞く い 全国 均

回 い 散布図 参照  
 

Ｎ先生 ＡＬ 型 入

授業 児童生徒 学習意欲

十 いえ い  
  
A 先生 そう そ 目 前 児童生徒

視点 立 年 先生 学校 そ

ＡＬ 授業 う 学習 学校

全体 考え いく いい  
 
 

※ 成 「】 度全国学力・学習状況調査報告書より 

児童生徒質問紙  

友達 話し合う

、友達の話や意見

を最後ま 聞くこ

ます  

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教育センターでは、移転を機に研修受講者用の駐車場やエレベーター、交流スペースなどを備え、以前より

使いやすくなったという声が多く寄せられています。自主研修や調査研究の場としてもご利用ください。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新しい施設を紹介します 

 

 

 

 

 

 

南駐車場（研修受講者用駐車場）

 教育センターの建物の南側に

は、教育センター研修受講者用駐

車場に隣接して、香川県総合健診

協会の駐車場もあります。研修で

来所されたときは、ご注意くださ

い。 

研修の講師として来所される場

合は、来客用駐車場をご利用くだ

さい。 

教育センター駐車場入口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
県視聴覚ライブラリー、県高等学校視聴覚ライブラリー

の貸出を行っています。 

平成 27 年 5 月まで、生涯学習・ 

文化財課で行っておりました２つの 

視聴覚ライブラリーの貸出を行って 

おります。 

教育センターWeb サイトの「カリ 

キュラムセンター」から「視聴覚ライ 

ブラリー」を選ぶと、「利用について」、「利用申請書」、「貸出

リスト一覧」がダウンロードできます。申し込みは、直接 

お越しいただくほか、電子メール、FAX でも申し込みができ

ます。ぜひ、ご利用ください。 

教育ライブラリーを利用しませんか 所蔵資料等を紹介します

 

所長室に掛けられている絵画の１枚は、長く県立高校教員

を勤められ、現在も精力的に制作活動を続けておられる津田

浩二先生の作品です。今回津田先生のご厚意で今年度日展に

入選された「まほらま幻像」をお借りすることになりました。

先生は弥生時代から古墳時代にかけての倭人文化を作品制

作のテーマとして追求してこられました。農業の発達による

富の蓄積が、やがて支配する人とされる人を生じさせ、権力

者の死によって壮大な墓が造られます。この時代には、銅鐸

や銅 

剣などの青銅製祭

器、土器、埴輪など

の優れた造形品が出

現し、倭人文化の原

形が形成された時代

です。銅鐸、埴輪、

冠、土器のイメージ

をもとに、銅釧や銅

器、銅剣の文様をア

レンジして、全体と

して古代を現代に具

現化した作品です。 

ご希望の方は、ご

覧になれます。 

まほらま幻像 

駐車場の入口は、

建 物 の す ぐ 南 で

す！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 受付前や昼食・休憩時に、情報交

換の場として活用されています。 

交流スペース 

コミュニティプラザ（５階）

談話コーナー（３階）

「まほらま幻像」 津田浩二 
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